
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,132,900 25,413,600 27,546,500

2,027,220 23,500,000 25,527,220

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全　体：実施設計　　　一式
　　　　改良舗装工事　Ｌ＝50.15ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　　　　　　　　Ｌ＝68.38ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　用地確定測量　一式
本年度：改良舗装工事　Ｌ＝50.15ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　　　　　　　　Ｌ＝68.38ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　用地確定測量　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海新栄町32線外1改良舗装）整備事
業

別海町長

別海町別海新栄町

　当該路線は、別海町別海新栄町地域住民が生活道路として使用しているが、未舗装
道路であり融雪期及び降雨時などに起こる路盤の泥濘化や車両の通行で発生する砂塵
及びわだち等により、周辺住民の生活環境に影響を与えていることから道路整備を要
する状況にある。
　本事業の実施により、路盤の泥濘化、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を
改善する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与す
る。

無

全　体：令和４年度～令和６年度
本年度：令和６年７月～令和６年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本路線を改良舗装したことで路盤の泥濘化、砂塵発生等の防止が図られたことによ
り、通行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両の
スムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも路盤の泥濘化、砂塵発生の防止を確認してい
る。
　また、当該路線整備が調整交付金による事業である旨の地域住民への周知を以下の
方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④町ホームページへの掲載。

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果
的な推進を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,462,700 22,922,800 25,385,500

2,340,680 21,000,000 23,340,680

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全　体：実施設計　　　一式
　　　　改良舗装工事　Ｌ＝56.15ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　　　　　　　　Ｌ＝52.19ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　用地確定測量　一式
本年度：改良舗装工事　Ｌ＝56.15ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　　　　　　　　Ｌ＝52.19ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　　　　用地確定測量　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海常盤町31線外1改良舗装）整備事
業

別海町長

別海町別海常盤町、別海町別海新栄町

　当該路線は、別海町別海新栄町及び別海常盤町地域住民が生活道路として使用して
いるが、未舗装道路であり融雪期及び降雨時などに起こる路盤の泥濘化や車両の通行
で発生する砂塵及びわだち等により、周辺住民の生活環境に影響を与えていることか
ら道路整備を要する状況にある。
　本事業の実施により、路盤の泥濘化、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を
改善する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与す
る。

無

全　体：令和４年度～令和６年度
本年度：令和６年７月～令和６年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本路線を改良舗装したことで路盤の泥濘化、砂塵発生等の防止が図られたことによ
り、通行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両の
スムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも路盤の泥濘化、砂塵発生の防止を確認してい
る。
　また、当該路線整備が調整交付金による事業である旨の地域住民への周知を以下の
方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④町ホームページへの掲載。

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果
的な推進を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

61,409,200 47,772,800 109,182,000

57,432,100 43,500,000 100,932,100

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全　体：実施設計　一式
　　　　改良舗装工事　Ｌ＝200.33ｍ　Ｗ＝5.5ｍ
　　　　　　　　　　　Ｌ＝148.78ｍ　Ｗ＝5.5ｍ
　　　　用地確定測量　一式
本年度：改良舗装工事　Ｌ＝148.78ｍ　Ｗ＝5.5ｍ

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海商工団地中央通線改良舗装）整備
事業

別海町

別海町別海寿町

　当該路線は、別海町別海寿町地域住民が生活道路として使用している路線であり、
昭和５６～５７年度に臨時町道整備事業により改良舗装工事が行われたが、当時の設
計路盤が薄いため凍上の影響により舗装のひび割れや、大きなわだち掘れが生じてお
り、車両の通行や生徒、児童の通学に支障が生じている状態である。
　本事業の実施により、路面破損等を修繕し、また、歩行者の安全確保や利便性の向
上に寄与し周辺住民の生活環境を改善する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与す
る。

無

全　体：令和４年度～令和６年度
本年度：令和６年７月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本路線を改良舗装したことで路面破損等の防止が図られたことにより、通行者の安
全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両のスムーズな通行
が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも路面破損等の防止を確認している。
　また、当該路線整備が調整交付金による事業である旨の地域住民への周知を以下の
方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④町ホームページへの掲載。

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果
的な推進を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

15,870,800 15,870,800

15,000,000 15,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

改良舗装工事　Ｌ＝71.55ｍ　Ｗ＝4.0ｍ

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海宮舞町６丁目通線改良舗装）整備
事業

別海町

別海町別海宮舞町

　当該路線は、周辺区域の宅地化が進む中、道路整備事業を実施していない路線と
なっていることから、車両の通行や児童・生徒の通学に支障が生じている状態であ
り、周辺住民の生活環境に影響を与えていることから舗装道路化を要する状況にあ
る。
　本事業の実施により、周辺住民の交通利便性を向上させることで、生活環境を改善
する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与す
る。

無

令和６年９月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本路線を舗装道路化したことで周辺住民の生活環境の改善に加え、緊急車両のス
ムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも砂塵発生の防止を確認している。
　また、当該路線整備が調整交付金による事業である旨の地域住民への周知を以下の
方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④町ホームページへの掲載。

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果
的な推進を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,596,000 13,596,000

12,700,000 12,700,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和６年７月～令和６年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、当該改修工事等について施設職員及び入居者等に聞き取りを行っ
た結果は以下のとおり。
〇ケアハウスみどり野内部等改修について
　食堂及びホール床の張り替えにより、これまでガムテープで補修していた床で躓
き、転ぶ心配が無くなった。また、歩行器を押して歩いている方もいるので、歩行器
が引っ掛かり転ぶ心配もなくなった。ホールに集まりゲームなどをする際も、ガム
テープで補修していたので、テープの上は少し滑りやすい面もあったが、それらもな
くなり、安心安全に生活ができている。
　非常用放送設備機器の更新に伴っては、夜間における宿直を１名体制で行っている
が、本設備は火災等の緊急時の被害軽減につながるものであり、今回の更新により、
不具合に対する懸念が解消され、入居者の安全確保にもつながり施設を運営する職員
も安心している。
〇ケアハウスみどり野居室ベット購入について
　開設当初からのベットにはカビや擦れ等の傷みが目立っていたが、入替えによりそ
れらがなくなり、快適に睡眠をとれる環境となった。
　また、これまで課題であったベットに腰かけた際やベットに横になる際の床からの
高さが、更新後のベットでは調整が可能となったことから、身体に負担をかけること
がなくなり、入居者も大変喜んでいる。
　以上のことから、本事業の実施により「別海町ケアハウスみどり野」の入居者及び
利用者が安全に施設を利用することができ、生活の安定と充実が図られたと評価する
ことができる。
　また、当該整備事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨
を町ホームページ、広報誌、工事期間中の工事看板、施設内に事業名を掲示し、地域
住民に周知を行った。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

内部等改修工事　一式
居室ベット　３０台

矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：ケアハウス改修等）整備事業

別海町長

別海町ケアハウスみどり野（別海町別海寿町51番地）

　別海町ケアハウスみどり野は平成１０年１０月の開設から２５年が経過し、施設の
維持保全上必要な修繕時期を迎えている状況となっている。
　食堂及びホールの床は施設開設以降大規模な改修をせず使用しているが、経年劣化
等によりフローリングが剥がれている箇所が散々している状況であり、入居者の居室
床についても水はね等による床の腐りや毛羽たちが目立つ状態であることから計画的
に改修を実施している。
　施設の非常用放送設備についても開設当初からの設置であり、推奨更新期間（１０
～１２年）を大きく上回り使用をしていることから、故障の発生率が高く、万が一の
火災発生等の予防保全の観点から早期の更新が必要である。
　また、開設当初からの使用となっている居室ベットについては、カビや擦れ等の傷
みが目立つ状態である。
　このことから、本事業により施設の安全性を高め、入居者及び利用者の生活の安定
と充実を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

8,569,000 8,569,000

8,000,000 8,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

建物改修工事　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：西春別
体育館及び西春別温水プール改修その１）整備事業

別海町長

西春別体育館及び西春別温水プール（別海町西春別95番地53）

　西春別温水プールは開設から２６年、西春別体育館は開設から１８年が経過し、施
設の経年劣化と併せ、特に屋根からの雨漏りが酷く、躯体の劣化や各スポーツ競技に
も影響を与えている。
　これらを踏まえ、当該施設の改修を行い、施設環境を整備することで、町民が安全
安心に施設を利用でき、町民の体育振興と体力及び心身の向上を図る。

無

令和６年７月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、当該改修工事について利用者及び施設管理職員に聞き取りを行っ
た結果は以下のとおり。
〇建物改修工事一式について
・天窓からの雨漏りや外部建具の歪みによる雨風及び雪が入らなくなり、利用者が快
適にスポーツに取り組める環境が整った。
・玄関アプローチの改修により安全に施設を利用できることとなり、また、サイディ
ングの張替えによりきれいな外観となった。

　以上のことから、本事業の実施により「西春別体育館及び西春別温水プール」の利
用者が安全安心に施設を利用することができ、町民の体育振興と体力及び心身の向上
が図られたと評価することができる。
　また、当該整備事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨
を町ホームページ、広報誌、施設内及び工事期間中の工事看板に事業名を掲示し、地
域住民に周知を行った。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

54,560,000 54,560,000

49,600,000 49,600,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

マルチスライスCT装置　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入）整備事業

別海町長

町立別海病院（別海町別海西本町103番地9）

　町立別海病院の放射線室で使用している「マルチスライスCT装置」は耐用年数を経
過し老朽化が進んでおり、故障した場合には同病院の迅速かつ的確な診療等に支障を
来すおそれがあるため更新する。
　当該医療機器の更新を行うことにより、本町の地域医療の安定と充実を図る。

無

令和６年８月～令和６年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、マルチスライスＣＴ装置について医師及び医療技術職員への聞き
取りを行った結果は次のとおりである。
・CT撮影装置（患者含む）を俯瞰で捉える監視カメラシステムを備えていることで、
安全に撮影できるようになった。
・更新前の機種より自動処理能力が向上しており、患者を待たせる時間が短くなっ
た。
・経年による不具合を心配することがなくなった。
　以上のことから、本事業の実施により地域住民の負担軽減など、良質で安定した医
療の提供が図られるようになった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、地域住民に以下の方法
によって周知している。
（１）医療機器への事業名貼付
（２）別海町及び病院ホームページへの掲載
（３）広報誌への掲載

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

40,452,500 40,452,500

37,000,000 37,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和６年８月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、当該改修工事について利用者及び施設管理職員に聞き取りを行っ
た結果は以下のとおり。
〇外部外建築改修工事一式について
・排煙窓の修繕により建築基準法を満たすことができ、加えて、親睦会等で室内に充
満していた煙を効率よく排煙できるようになったことから、安心安全かつ快適に施設
が利用できるようになった。
・劣化が激しかった屋根の改修により、外観がきれいになっただけでなく、雨漏りな
どの不安が解消され施設利用がより快適になった。
〇照明設備ＬＥＤ化改修工事一式について
・施設全体の照明をＬＥＤ化したことでエネルギー使用量を大幅に削減することがで
き、ランニングコストの削減も期待することができる。
・ＬＥＤ化したことにより、従来より格段に速く点灯し、また、室内全体も従来より
明るくなったことで、施設の利用が非常に快適になった。
　以上のことから、本事業の実施により「農村広場コミュニティセンター」の利用者
が安全安心に施設を利用することができ、生活の安定と充実が図られたと評価するこ
とができる。
　また、当該整備事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨
を町ホームページ、広報誌、施設内及び工事期間中の工事看板に事業名を掲示し、地
域住民に周知を行った。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

外部外建築改修工事　一式
照明設備ＬＥＤ化改修工事　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：農村広
場コミュニティセンター改修）整備事業

別海町長

農村広場コミュニティセンター（別海町別海132番地60）

　農村広場は建築から４０年が経過し、施設の経年劣化と併せ、特に老朽化による屋
根の劣化が著しい状況である。また、施設内の排煙窓が故障し開閉不可となってお
り、建築基準法に抵触しているため早急な改修が必要となっている。
　これらを踏まえ、当該施設の改修を行い、施設環境を整備することで、利用者の安
全安心な施設利用及び、生活の安定と充実を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

6,710,000 6,710,000

6,500,000 6,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

高圧受変電設備改修工事　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：西春別
体育館及び西春別温水プール改修その２）整備事業

別海町長

西春別体育館及び西春別温水プール（別海町西春別95番地53）

　施設建設時に設置されたキュービクルは、発電所から送られてくる6,600Ｖの電気
を施設で使用できる100Ｖまたは200Ｖに変圧する設備であり、設置から26年が経過し
ている。構成する機器の耐用年数は15年から25年であり、定期点検及びメンテナンス
によって維持をしているが、漏電等が発生する危険性が年々増している状況である。
　また、キュービクルに不具合が発生した場合には、施設の利用に影響を及ぼすほか
事故に繋がるなど、施設利用者が安全安心に施設を利用する事への影響が懸念され
る。
　これらを踏まえ、当該設備の更新を行い、施設環境を整備することで、町民が安全
安心に施設を利用でき、町民の体育振興と体力及び心身の向上を図る。

無

令和６年１０月～令和７年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、当該改修工事について利用者及び施設管理職員に聞き取りを行っ
た結果は以下のとおり。
〇高圧受変電設備等改修工事について
　設備改修により、施設における電気利用に関する安全性が向上した。
　また、施設での事故等発生時に適切な対応ができる見込みがたち、周辺地域での停
電事故の心配が無くなったとの声が聞かれた。
　
　以上のことから、本事業の実施により「西春別体育館及び西春別温水プール」の利
用者が安全安心に施設を利用することができ、生活の安定と充実が図られたと評価す
ることができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以下
の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町ホームページへの掲載
（２）広報誌への掲載
（３）工事期間中の工事看板に記載
（４）施設に事業名を表示

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

11,000,000 11,000,000

10,805,000 10,805,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和６年１０月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　当該資機材が更新されたことにより、万が一の故障に対する懸念が解消され、安心
して救急対応が出来るようになった。
　消防隊員への聞き取りでは「以前の機種は保守点検期間が終了し故障時の修理がで
きないため、万が一の際に作動しないリスクがあったが、更新により確実に作動する
保証が得られ、トラブル時にも修理や交換が可能となり出動時の不安が解消され
た。」「機器の軽量化や操作性の向上のほか、半自動式除細動器の機能に加え１２誘
導心電図が現場で測定できるなど機能性も向上したことにより、迅速な活動及び情報
伝達が可能となった。」との評価が得られた。
　以上のことから、本事業の実施により、救急医療体制の維持・向上が図られ、町民
の安全・安心な生活の確立に寄与した。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以下
の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）半自動式除細動器本体への事業名貼付
（２）町ホームページへの掲載
（３）町広報誌への掲載

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

半自動式除細動器　２式

矢臼別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：救急資機材購入）整備事業

別海町長

根室北部消防事務組合 別海消防署（別海町別海新栄町２番地３）
根室北部消防事務組合 別海消防署 西出張所（別海町西春別駅前寿町１４７番地）

　半自動式除細動器は、救急救命士及び救急隊員が使用可能で、心室細動や心室頻拍
といった急性心臓疾患による心停止に対し、電気ショックを供給し心臓を正常なリズ
ムに回復させるための医療機器です。
　また、別海消防署の救急車に積載している半自動式除細動器は、電気ショックだけ
の機能に加え、心電図や経皮的動脈血酸素飽和度（血液内の酸素量）等のバイタル測
定が可能といった機能を持つ機器となっています。
　当該機器は、日常点検に加え専門業者による保守点検を年に１回実施しています
が、納入から１４年及び１１年が経過しており、保守対応期間も終了していることか
ら、業者による保守（修理）対応が実施出来ない状況となっているため、万が一故障
が発生した際には救急出動に支障をきたす懸念があります。
　このことから、地域住民の安心と安全に資することを目的として本事業を計画する
ものです。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

15,457,555 4,719,338 20,176,893

14,326,000 4,400,000 18,726,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　体：令和３年度～令和６年度
今年度：令和６年１０月～令和７年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の完了後、当該図書の整備について教員に聞き取りを行った結果は以下のと
おりである。
　・検定の学習に際して、積極的に活用する姿が見られた。
　・総合的な学習の時間、各教科の調べ物の際に資料として活用されていた。
　・家庭学習の際の参考図書として活用し、積極的に学習を進める姿が見られた。
　・ビブリオバトルで紹介のあった本をより多くの学校が購入し、学校間での読書
　　交流が進んだ。
　以上のことから、本事業の実施により児童生徒の学習環境の向上が図られた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を、以
下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町ホームページへの掲載
（２）広報誌への掲載
（３）学校図書館に事業名を掲示
（４）図書本体に事業名を掲示

今後も児童生徒の学習環境の向上を図るため、計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

学校図書購入 一式

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：学校図書購入）整備事業

別海町長

別海町立上風連小学校（別海町上風連181番地4）外15校

　学校図書館は児童生徒の豊かな心を育む読書活動の場であるとともに、主体的な学
習活動を支援する機能も有している。しかしながら、本町では図書の冊数が文部科学
省の定める標準冊数に達していない小中学校が多く、また、経年による情報の陳腐化
等に伴う図書の廃棄・更新など、その質を向上させる取組も必要な状況にある。
　本事業で計画的に町内小中学校の学校図書を整備することにより、児童生徒の学習
環境の向上を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
まで 予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円

429,046,858 138,373,127 137,880,582 137,880,582 275,761,164 1,118,942,313

交付金 364,000,000 121,000,000 84,000,000 84,000,000 47,000,000 700,000,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 7,049 223,588 388,984 356,201 534,865 1,510,687

計 364,007,049 121,223,588 84,388,984 84,356,201 47,534,865 701,510,687

200,000,000 100,000,000 100,000,000 100,000,000 201,510,687 701,510,687

164,007,049 185,230,637 169,619,621 153,975,822 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

基金残額

基金処分額

基金
造成
額

事業費

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

　本基金事業を活用することにより、本町では安定的に医師を確保することができて
おり、また、病院の利用者に聞き取りを行ったところ、以下の評価が得られた。
・慢性疾患を患っているが、町に内科があって通院しやすい。
・仕事でケガをしたが、すぐに対応してくれて助かった。
・女性特有の体の不調について、近くの病院で診てもらえて助かる。
・すぐに小児科にかかれて安心している。
　このように、本基金事業は本町の安定的な医師確保による地域医療体制の維持及び
確保に寄与していると評価することができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以下の方法によっ
て地域住民に周知を行った。
（１）町広報誌への掲載
（２）町及び町立別海病院ホームページへの掲載

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：地域医療体制維持確保事業）

別海町長

町立別海病院（別海町別海西本町103番地9）

　町立別海病院は町内唯一の病院として、町民のいのちと健康を守るという重要な役
割を果たしており、同病院における医師の確保は地域の医療体制の維持及び確保に必
要不可欠である。
　日本最東端の地域に位置する本町においては、医師の確保が大きな課題となってい
る。本町では地域医療体制の縮小を防ぐべく、医師が退職する度に、新たな医師の招
へいに苦心してきたところである。
　今後とも、安定的に医師を確保するため、本事業を継続し、長期にわたる地域医療
体制の確保を図る。

町民ニーズの高い診療科の担任医師給与の支給に充てる。

令和３年度～令和１０年度


